
ビタ シミュレート プレパレーションマテリアル
歯科用樹脂系模型材

適用範囲 「ビタ シミュレート プレパレーションマテリアル」は光重合タイプの支台歯模型製作用材料です。
オールセラミック修復物が支台歯の色調に強く影響されることを考慮して最終的に「ビタ シミュ
レート プレパレーションマテリアル」で支台歯模型を製作してその上で色調をチェックすること
により患者に装着する前に歯科技工所で色調のチェックを容易に正しく行うことができるように
なります。

操作ステップ

包装
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4「ビタ シミュレート プレパレーション
マテリアルガイド」（左写真）を使って
色調を決定します。ガイドは、下記の
6色あります。

ビタ シミュレート インシュレーショ
ンリキッド（アクリル模型との分離
液）を薄く均質な層になるようにセ
ラミック修復物の内面に塗布します。
（液がたまりにならにように注意）

0M1S（ブリーチ色）、1M1S、2M3S、
3M2S、4M3S、5M3S

1.

「ビタ シミュレート プレパレーショ
ンマテリアル」をセラミック修復物
の内面に充填します。モデリングイ
ンスツルメント等を使用して気泡が
入らないようにします。

2.

未重合の材料の中にアプリケーショ
ン スティックを修復物の真ん中に圧
入します。その際、修復物の内面に
触れないようにします。

3.

修復物の内面に材料を十分に充填し、
マージン部に過不足なく充填されて
いることを確認します。
その後、アプリケーション スティッ
クの周りにも充填して、しっかりと
固定します。
使用後はシリンジのフタをしっかり
と締めてください。

4.

重合する前にモデリング インスツル
メント等でマージン部から余剰の材
料を除去します。

5.

ビタシミュレートに補綴物を戻して
必要ならステイン材や積層して色調
を補正します。

7.

光重合器で重合します。光重合器は
波長が 350-500nmの範囲で、照度が
最大で 470nm以上のものを使用しま
す。重合時間はメーカーの指示に従っ
て下さい。（90秒～ 3分）

支台歯に最終オールセラミックス修復
物を装着して希望の色調に合っている
かチェックします。

6.

・ ビタ シミュレート プレパレーション マテリアル 0M1S (4g)

・ ビタ シミュレート プレパレーション マテリアル 1M1S (4g)

・ ビタ シミュレート プレパレーション マテリアル 2M3S (4g)

・ ビタ シミュレート プレパレーション マテリアル 3M2S (4g)

・ ビタ シミュレート プレパレーション マテリアル 4M3S (4g)

・ ビタ シミュレート インシュレーションリキッド 16mL

・ ビタ シミュレート プレパレーション マテリアルガイド

・ ビタ シミュレート アプリケーションスティック 15×10 本

・ ビタ シミュレート プレパレーション マテリアル 5M3S (4g)

ビタ シミュレート
プレパレーション マテリアルキット

セット内容

「ビタ シミュレート プレパレーション
マテリアル」を使用して人工の支台歯
を以下の手順で製作します。

VITA SIMULATE Preparation MaterialpS U epa at o a e a

一般医療機器 医療機器届出番号 ： 27B1X00020223030

【標準価格】 ￥38,000 ￥5,300

￥4,500

￥7,500

￥4,200
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商品コード 13591950



ビタ ファイヤリング ペースト
オールセラミック焼成用ピン固定材

オールセラミックス、メタルボンド、ジルコニアフレームに使用します。
粘着質なので補綴物をしっかり固定します。
インレーやベニアもすばやく焼成台 /ピンにセット出来ます。
焼成時の変形やクラックを防げます。焼成後は簡単に除去することが出来ます。

操作ステップ

（ビタ社）ドイツ

ファイヤリングペーストを
焼成ピンの先端に盛ります。

ベニアのケース シングルクラウンのケース ブリッジのケース

その上から補綴物を置くと
固定します。

インレー、オンレーのケース

VITA Firing PasteVITA Firing PasteVVVVVIIIIITTTTTAAAAA FFFFFiiiiirrrrriiiiinnnnnggggg PPPPPaaaaasssssttttteeeeeeeVITA Firing PasteVITA Firing Paste

【標準価格】 ￥5,400

記載されている標準価格は、平成27年3月現在です。（税別）

ビタ ファイヤリング ペースト 12g

2014.04.P.2,000 (Rev)

商品コード 13591960
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